
内容紹介 
 
東アジアの近代化は、単なる西洋化への道ではない――福沢諭吉、デューイ、ユンチホ、ビ
アード、吉野作造、魯迅、胡適といった東アジアの知識人が、西洋諸国の東アジア進出以降、
アメリカ知識人の影響を受けつつも陽明学の伝統を背景として独自に近代化を完遂する思
想的支柱を保持し続けてきたことを明らかにする。アメリカ研究から日本近代史研究に移
った異色のアメリカ人研究者が紐解く東アジアの近代化、初の日本語訳。 
 
 
目次 
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福沢諭吉、西洋へ行く 
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結論 
 
第 3 章 ジョン・デューイの中国への旅、胡適、魯迅、そして中国の近代性――1919 年か
ら第二次世界大戦まで 
ジョン・デューイと五・四運動 
胡適とプラグマティックな近代の挫折 
ジョン・デューイの中国での講演 
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結論 
 
第 4章 1920 年代におけるアメリカと日本の国際主義と近代性 
近代性と市政改革――チャールズ・ビアード、東京へ行く 
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